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「町民の声」

　をつのる

町政への批判、意見、

希望など、卒直な町民

の声をお寄せドさい。

甘所氏各を明記し、毎
月25日まで「広報係」
へ送つて下さい。
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整
備
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喜

牛

次

郎

案
で
あ
り
ま
す
が
道
路
敷
の
分
筆
登
記

な
ど

複
雑
な
事
務
の
た
め
お
く
れ
て
お

り
ま
し
た
が
こ
れ
ら
の
項
務
処
揮
が
で

き
な
け
れ
ば
県
道
編
入
が
困
難
で
あ
り

ま
す
の
で
七
月
か
ら
測
封
な
ど
に
と
り

か
i
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
分
掌
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堂
ノ
元
河
口
堤
防
災
仙
授
旧
に
つ
い
i

て
は
第
二
、
四
半
期
の
指
定
を
う
け
実

施
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
保
健
衛
牛
に
っ
い
て
は
、
ま
ず
四
ケ

町
村
の
玄
関
口
と
し
て
の
市
街
地
の
環

堺
衛
生
に
貢
点
を
お
き
、
薪
た
に
今
年

一
国
民
の
一
大
義
務
た
る
納
税
に
っ
い
て

如
何
に
し
て
備
納
を
防
ぐ
べ
き
か
と
討

議
さ
れ
町
長
並
び
に
町
議
会
議
長
の
滞

納
者
の
多
い
為
に
議
会
に
お
い
て
如
何

な
る

案
を
ね
つ
て
も
運
営
資
金
が
乏
し

v
て
串
か
け
乙
ば
れ
な
い
と
切
実
な
る

気
持
を
私
還
婦
人
に
訴
え
ら
れ
各
家
庭

の
さ
い
ふ
は
誰
の
手
に
あ
る

べ
き
か
と

主
婦
の
胸
え
目
ざ
し
て
お
し
迫
つ
て
ま

い
り
ま
し
た
私
山
も
ざ
つ
と
聞
い
て
は

居
れ
な
く
何
事
か
を
川
長
に
甘
え
て
見
一

た
く
な
り
ま
し
た
選
挙
運
動
の
頃
納
税

の
閥
題
で
親
心
を
以
て
甘
藷
ま
で
と
い

え
ば
甘
藷
ま
で
た
ば
こ
ま
で
と
云
タ
ば

た
ば
こ
ま
で
と
今
も
尚
耳
兀
に
新
し
い

事
の
禄
に
の
こ
つ
て
は
お
り
ま
す
も
の
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私
達
申
以
ト
の
百
姓
生
活

税
金
は
い
っ
も
念
頭
に
あ
る
も
の
Σ
家

一を
つ
い
や
し
て
協
議
さ
れ
て
も
先
Ψ
つ

も
の
X
不
足
か
ら
そ
れ
が
お
じ
や
ん
に

な
ろ
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と
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？
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が
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腰
発
展
の
偉
業
達
成
の
s
v
め
努
力
致
。
が
s
な
ど
幾
多
の
田
要
問
題
が
山
積
‥
去
る
四
月
＋
四
日
か
ら
半
下
石
線
の
松
萎
い
7
問
塁
る
か
・
箱
・
・
の
緩
中
で
あ
皇
が
六
月
隷
驚
轄
露
ぼ
瀦
鐘
纏
馳
鑓
鴨
羅

駄
に
さ

せ
る

の
か
？
そ
れ
は
私
遼
主
婦

の
年
間
予
算
の
た
て
か
た
の
ま
ち
が
い

し
ま
し
た
、
幸
い
高
等
学
校
の
県
ウ
移

管
条
件
の
完
了
、
大
根
占
昂
の
浮
桟
橋

架
設
な
ど
遂
次
解
決
致
し
ま
す
こ
と
は

誠
に
感
激
に
た
え
な
い
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。
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し
た
議
員
の
方
が
せ
つ
か
く
の
時
閻

存
じ
ま
す
。

御
承
知
の
と
お
り
本
町
に
お
い
て
は

な
お
、
外
的
に
は
営
林
署
改
築
、
県
道

鹿
屋
佐
名
線
の
改
良
－
阜
、
大
根
占
郵

便
局
の
交
換
台
増
設
、
両
根
占
士
地
改

口
区
の
か
ん
が
い
排
水
、
簡
易
裁
判
所

の
敷
地
及
び
庁
舎
の
改
修
、
海
産
交
通

運
輸
の
閥
題
な
ど

　
内
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に
は
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道
久
持
線
半
下
石
線
の

県
道
編
入
、
新
騰
川
漁
村
建
設
計
画
に

基
く
特
別
助
成
地
域
の
指
定
、
池
出
宿

し
て
、
そ
の
何
れ
も
直
接
に
町
民
に
つ
坂
馬
洗
子
瞭
間
の
改
良
に
と
り
か
Σ
つ
思
い
ま
す
が
書
記
串
務
に
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あ
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存
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の
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に
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と

め
る
こ
と

が
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一
杯
で
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り
ま
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そ
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で
本
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度
は
、
失
業
救
済
を
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三
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に
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り
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
こ
れ
に
は
助
此
い
計
画
で
あ
り
ま
し
て
、
外
は
従
来
の

婦
、
婦
人
会
な
ど
の
協
力
を
願
つ
次
第
階
楽
を
さ
ら
に
允
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強
化
し
て
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ら
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を
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ま
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に
は
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漁
村
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設
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1
画
の
特
別
助
成
地
妙
の
侶
一
と
し
て
も
金
で
あ
り
ま
す
。
限
ら
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た

定
が
五
月
申
何
に
決
定
す
る
こ
と
ピ
な
一
国
県
の
支
出
金
以
外
は
全
て
自
己
戦
源

つ
て
お
り
亨
．
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在
の
と
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て
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町
の
運
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も
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搬
に
い
か
な
い
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あ
の
人
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ま
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た

か

　
ら
　
あ
の
人
に
軽
瑚
が
あ
る
か

　
ら
　
あ
の
人
け
親
類
だ
か
ら

　
あ
の
人
は
こ
の
部
落
か
ら

出
て
い
る
か
ら

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
候
補

者
の
人
格
や
艮
識
を
み
き

わ

と
は
賢
任
璽
大
と
心
に
命
じ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
私
は
帰
り
つ
く
が
早
い
か
家
計
一

簿
を
も
ち
出
し
て
予
算
案
を
改
め
ま
し
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に
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布
さ
れ
る
町
県
民
税
の
二
期
ま
で
を
お

り
こ
み
次
に
甘
絡
牧
入
の
時
期
で
各
税
一

の
三
期
四
期
は
勿
論
朋
年
度
間
定
資
産　

税
の
一
期
と
車
税
を
天
引
農
協
貯
金
に

す
る
様
に
案
を
た
て
か
え
ま
し
た
そ
し

て
夜
主
人
も
牛
の
世
話
等
す
ん
で
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べ
て
を
語
り
自
分
で
も
予
算
を
改
廃
し

た
の
を
承
認
し
て
も
ら
う
た
め
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計
簿

を
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せ
ま
し
た
と
こ
ろ
赤
紙
に
つ
け
加
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寅

会

の

総

会

　
乙
の
ほ
ど
塩
屋
二
区
久
傑
武
彦
氏
宅

で
第
四
1
I
回
総
会
を
開
い
た
。

　
こ
れ
は
大
正
六
年
大
根
占
高
小
卒
、

五
し
オ
組
の
同
窓
会
で
卒
業
以
来
速
綿

と
毎
年
開
い
て
い
る
。
六
一
名
の
中
、

三
一
名
が
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亡
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受
持
の
先
牛
五
人
の
申
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存
者
は
た
だ
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’
そ
こ
で
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し
た
朋
友
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師
の

慰
聾
祭
を
行
い
、
遺
族
に
記
念
品
を
贈

つ
て
慰
め
た
。
近
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い
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の
一
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で
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。
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はの」旨
畜予定
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百ま金
万すの
円゜完
か三全
ら十徴
七二収
男窪舞
IHのは
か紺な
予納レ・
想繰の
　　者

付

振
56
と

更
牛
と
を
兼
ね
て
新
た
に
豚
一
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
擶
納
金
の
二
割
で

飼
育
豚
に
分
れ
て
五
、
六
月
中
に
第
H

回
貸
付
を
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
外
営
農
仁
地
研
究
の
た
め
新
た

舗
露
諮
誘
齢
竪
誠
錯
繰
議
設
湾
鍵
・
聾
漂
螢
鵠
紅
毅
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
籍
蓮
萎
・
擢
を
図
り
留
の
繧
に
人
き
な
成
墨
牧
め
る
お
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
自
主
独
立
の
精
神
を
盛
り
上
げ
て
一
万
一
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
展
に
寄
与
す
る
党
悟
で
あ
り
ま
す
の
で

に
長
期

（
一
ケ
月

程
度
）
研
修
庄
を
辻
一
何
卒
よ
ろ
し
v
御
鞭
鞍
ト
さ
る
よ
う
お

o
こ
と

に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
希
望
者
願
い
申
し
ト
げ
ま
す
。

　
失
業
苅
策
事
業
の

　
　
　
鍬

入

式
行

わ

る

　
本
年
度
か
ら

新
規
に
行
わ
れ
る

失
業

対
㎝
串
美
の
鍬
入
式
か
四
月
七
日
関
係

　
　
就
労
者
な
ど
参
列
し
て
行
わ
れ
た

　
町
で
は
失
対
事
業
の
た
め
ト
ラ
ッ
ク

　リ
ヤ
カ
ー
な
ど
器
材
を
購
入
し
て
準
備

を
す
、
め
る
と
と
も
に
r
す
で
に
町
道

嬬
顯
瀦
繍
蘇懸
旦

　
う
し
た
ら
直
せ
る
か
。

2
、
私
山
が
巽
挙
し
た
人
は
、
果
し
て

　
私
達
の
意
思
を
反
映
じ
た
政
治
を
行

　
つ
て
い
る
か
、
ま
た
代
喪
者
と
し
て

　
ふ
さ
わ
し
い
人
で
あ
る
か
e

3
、
候
補
者
が
か
か
げ
る
政
策
や
、
候

　
補
者
の
人
格
は
g
う
か
。

五
千巴
の
提
霞
り
以
て
腰
発
一

見
た
目
で
ば
非
常
に
よ
い
政
策
や
於
約
な
ど
が
大
切
で
す
。

だ
が
、
果
し
て
実
際
に
行
ズ
る
も
の
で
　
前
回
の
総
〆
伊
け
国
は
九
十
力
円
ち

あ
る
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
合
を
出
し
て
公
朋
畷
挙
運
動
を
行
い

　
以
上
の
よ

う
な
こ
と
を
私
，
巳
は
よ
く
ま
し
た
が
、
パ
挙
砲
反
は
少
v
な
る
ど

み
き
わ
め
る

こ
と
が
必
劣
で
す
。
　
　
　
こ
ろ
か
、
徒
来
に
な
く
多
く
関
係
者
を

　
そ
の
た
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
失
望
さ
せ
国
連
恩
赦
に
よ
っ
て
そ
の

△
恢
卒
期
閲
中
W
行
わ
れ
る
ゾ
会
綴
説
選
挙
適
反
も
唄
消
し
に
な
つ
て
し
ま
い

　
会
、
個
人
演
説
会
を
聞
き
に
9
v
こ
ま
し
た
。

　

と
「
金
な
く
て
何
の
迎
挙
」
こ
れ
が
通
り

2
、
各
世
椙
に
配
付
さ
れ
る
恨
挙
公
報
相
場
で
す
。
買
牧
し
て
で
も
’
と
F
か

　
を
よ

く
読
ん
で
み
る
と
と
　
　
　
　
く
手
段
を
選
ぱ
ず
と
に
か
く
当
畷
し
さ

3
、
政
見
放
送
、
経
歴
放
迭
を
よ
く
き
え
す
れ
ば
よ
い
、
破
挙
違
反
を
摘
発
さ

　
く
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
と
こ
れ
は
運
が
悪
か
つ
た
、
撰
挙

適
反
は
そ
う
恥
ず
へ
き
罪
で
は
な
い
、

こ
う
云
う
考
え
方
が
残
つ
て
い
る
間
は

n
し
く
朋
る
い
磯
挙
、
筋
道
の
立
つ
た

国
民
の
た
め
の
政
治
は
期
待
で
き
な
い

で
し
よ
う
。

　
今
度
こ
そ
、
何
度
目
か
で
あ
り
ま
す

が
本
当
に
今
度
こ
そ
私
囹
の
手
で
清
い

M
る
い
賦
挙
を
案
現
さ
せ
ま
し
よ
う
。

＝
公
明
選
挙

推
進
協

議
会
H

第
一
回
部
落
　
本
年
度
第
一
回

長

会
開川

催
の
部
落
長
会
が
四

月
十
八
日
部
落
畏
全
員
が
出
席
し
ご
ひ

ら
か
れ
た
。

　
各
ぷ
か
ら

の
事
務
の
連
絡
、
説
明
が

行
わ
れ
た
後
、
遊
醤
町
長
が
座
長
と
カ

リ
熱
心
な
賀
疑
5
5
答
が
行
わ
れ
た
。

　
当
日
の
お
も
な
意
見

1
、
部
落
未
加
入
者
の
措
置
に
つ
き
、

　
末
端
行
政
区
画
を
整
備
す
る
よ
う
な

対
策
を
舗
ず
る
こ
と

2
、
農
道
の
改
修
に
つ
い
て
積
極
的
な

施
策
を
要
望
す
る

南
隅
五
力

町
村
の

　
　
　
青

　
年
駅
傳

南
隅
五
力

町
村

青
年
親
善
駅
伝
競
争
大

会
は
田
代
村
主
催
、
南
日
本
新
聞
社
後

援
で
去
る
四
月
三
日
開
か
れ
、
育
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
行
政
苦
情
相
談
の
利
用
1
1

六
チ
ー
ム
，
高
校
三
チ
ー
ム
川
九
チ
ー
　
　
国
、
お
よ
び
県
市
町
村
を
通
じ
て
行

ム
が
参
加
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
；
る
・
国
の
行
政
一
般
に
つ
い
て
御

コ
－
ス
’
花
瀬
公
園
ー
川
原
別
－
－
大
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
満
の
あ
る
方
は
い
つ
で
亀
御
相
談
W

占
ー
根
占
r
横
別
府
－
田
代
役
場
酬
間

五
区
間
三
四
、
五
K
で
t
我
が
青
年
団
一
応
じ
ま
す
。

チ
ー
ム
は
惜
し
く
も
田
代
チ
ー
ム
に
接
　
許
認
可
の
問
題
、
艀
地
関
係
、
牛
活

戦
の
す
ヌ
、
優
勝
を
逸
し
た
。
　
　
　
保
護
、
健
康
、
労
災
等
の
保
険
、
引
揚

成
績
は
次
の
と
お
り
。
　
　
　
　
　
　
者
等
給
付
金
、
軍
入
そ
の
他
の
恩
給
、

①
田
代
A
、
　
I
I
時
間
二
分
一
秒
、
②
大
そ
の
他
公
務
員
の
熊
度
等
、
国
の
行
政

根
占
、
二
時
間
三
分
一
五
秒
、
③
根
占
ー
：
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
・
：
・

出

場
者
は
下
久
保
、
新
久
保
（
宿
利
原

申
松
、
中
辺
、
毛
下
（
r
”
7
1
　
H
粗
H
）

な
お
1
1
区
走
者
の
新
久
保
澗
夫
さ
ん
は

区
間
寅
を
獲
得
さ
れ
、
南
日
△
新
聞
口

一か
ら
メ
タ
ル
が
贈
ら
れ
た
。

　
二
日
か
ら
一
七
H
司
で

は
道
M
愛
護
週
間
に
な
つ
て

い
ま
す
。
「
日
本
の
貧
し
さ

は
道
路
に
あ

る
1
と
ま
で
い

わ
れ
て
い
ま
虜
。
道
賂
が
雌

業
の
振
興
や
文
化
の
発
連
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
町
の
開
発
に
大
き
な
役
割

を
果
し
、
私
た
ち
の
生
活
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
い
ろ

く
の
も
の
を
ぷ
び
’
ま
た

交
池
の
動
脈
で
あ
る

道
路
を

み
ん
な
の
カ
を

合
せ
て
か
わ

い
が
g
ま
し
よ
う
o

　
ヒ
ン
ト

ー
、
音
楽
に
関
係
あ
り

一
般
に
つ
い
て
納
得
の
い
か
な
い
方
は

ど
な
た
6
も
遠
慮
な
く
、
口
頭
、
女
唇

そ
の
他
凹
宜
の
万
法
で
御
相
談
ド
さ
い

　
相
允
げ
一
切
無
料
で
す

　
囲
児
時
市
新
屋
敷
町
八
二
番
地

　
　
N
”
g
　
H
四
七
二
・
1
1
1
九
l

　
鹿
児
島
地
万
行
政
監
察
局

行
政
苦
惜
相
談
所

．
・
　
－
●
－
　
－
e
－
－
●
・
．
●
t
－
－
●
O
　
t
●
・
“
t
．
■
i
．
’
■
－
’
－
h
・

’
一
（口
●
二
一
一
一
●
●
t
t
l
l
e
■
■
1
1
I
t
t
●
●
一
t
l

齢週護愛一道路

ア

タ
　
マ

2
解
家
に
も
ほ
し
い
N
a
の
　
t
L
す

　
先
月
の
答
は
ー
、
合
塚
食
2
’
ハ

イ
キ
ン
グ
6
、
抽
せ
ん
の
結
果
次
の
五

人
の
方
に
記
念
品
を
艶
ー
げ
ま
す
。

　
わ
か
つ
た
人
は
’
ハ
ガ

キ
ゼ
答
を
世
い
て

二
〇
日

ま
で
に
広
報
係
へ

　
汗
解
多
数
の
と
き
は
抽

の

体
操

　
　
　
　
　
’
■
●
l
t
M
■
M
－
h
一
■
●
I
一
l
l
l
●
－
1
＝

せ
ん
で
五
名
に
記
念
晶
を
差
上
げ
ま
す

四
月

号
当
選
者

皆
倉

徳
永
洋
子
　
箇
　
原
口
久
代

鳥
浜
　
竹
之
内
実
　
半
下
石
　
半
下
石

淀
　
大
久
保
　
大
岡
末
好

（応
募
者
五
四
名
中
正
解
四
六
名
）

、

犬輿
、
否
日
β
θ

日
日
日

日
目
θ

「力
士
大
根
占
」

　
　
　
東
幕
下
七
六
枚
目
に
躍
進

　
前
月
募
集
し
た
分
で
バ
解
者
は
、
益

川
宗
男
、
山
角
治
の
二
呂
、
正
解
に
近

い
答
は
’
木
下
関
雄
、
溝
口
重
雄
、
大

久
保
二
男
、
長
浜
佐
吉
、
尾
、
木
広
次
、

前
原
伸
光
の
六
人
で
し
た
。

　
五
月

場
所
で
は
郷
土
の
与
望
を
に
な

つ
て
ま
た
大
活
躍
し
て
v
れ
る
p
し
よ

う
e
力
士
大
根
占
後
援
会
事
務
所
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再

建
へ
さ
ら
に

　
　
　
■
唱
く
．
　
●
　
～
　
●
●
　
，
、
　
　
　
～
　
　
ワ

創
立
十
周
年
を

却
え
た
本
農
協
遁
常
畑

会
が
去
る

四
月
八
H
葉
た
ば
こ
収
納
所

に
於
て
盛
大
の
裡
に
開
催
さ
れ
表
彰
式

に
引
続
き
十
1
項
目
に
亘
る
議
案
に
っ

い
て
真
剣
な
る
討
議
が
な
さ
れ
絆
会
終

了
後
、
な
ご
や
か
な
る
雰
囲
気
の
う
ち

に
映
画
を
観
賞
し
散
会
し
た
。

本
農
協
は
昭
和
　
I
T
十
一
年
雅
備
特
別
措

間
法
の
適
用
を
促
け
て
以
来
組
合
員
各

位
の
再
犯
に
対
つ
る
智
欲
の
上
昇
と
役

ハ
　
こ
　
ハ
て

〔
大
｛

　　　両

農

協

の

ど
ベ
ニ
く
こ
ロ
ツ
こ
ハ
ち
ど
こ
く
ミ
ト
リ
ハ
レ

根
　
占
　
農
　
協
W

　
　
　
　
　
　
　
．
く
●
　
●
・
～
　
■
・
　
，
◆
．
ウ
　
～
η
　
　
●
く
’
　
●
・
．
ト

　
　
　
　
　
　
　
誰
が
予
言
で
き
ま
し

よ
う
か
。
今
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
本
町
農
民
は
農
協
と
い
う
一
つ
の
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
所
を
求
め
て
協
同
の
力
に
ょ
り
農
家
経

　
　
　
　
　
　
　
済
の
危
機
を
脱
し
明
る
い
豊
か
な
4
作

　
　
　
　
　
　
　「

り
に
協
力
し
よ
う
で
け
あ
り
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
◎
総
会
表
彰
者
次
の
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
優
良
地
区
表
影

総．．N，，．

A＿剛

進
会

ひ

ら
く

　
　
　
一
位
鳥
洪
地
区

　
　
　
I
I
位
宿
利
原
地
区

　
　
l
i
、
優
績
部
落
衣
彰

　
　
　
］
仲
宿
利
原
部
落

　
　
　
二
位
鳥
浜
部
落

　
　
　
1
1
1
位
命
苫
部
落

　
　
三
、
義
扮
出
褒
部
落
ん
彰

　
　
　
白
井
　
松
坂
　
安
瓜
　
壱
崎
　
馬
場

　
　
　
中
原
　
川
北
　
宿
利
原
　
命
苫
　
協

和

鳥
洪

四
、
僚
縦
個
人
表
彫

葺
蕗
の
部

　
一
位
、
安
水
市
十
　
二
位
、
摂
蝋
亀

　
吉
　
二
位
、
押
領
司
国
夫

菜
穂
の
部

　
一
位
、
異
瀬
亀
吉

　
速
　
三
位
、
安
水
一
、
三
位
　
鳥
越

平
右
荷
門

五
、
特
別
功
労
表
彰

愛
甲
充

六
、
努
力
寅

　
安
水
、
協
和
、
段
中
勤
、
川
南
、
塩

　
I
i
区

計
上
し
麓
に
は
組
合
財
務
内
容
も
一
段
個
人
誇
彰
後
新
原
兵
介
氏
を
議
長
に
選
建
刮
画
に
対
し
役
職
員
、
組
合
員
、
一

と
整
備
さ
れ
健
含
な
も
の
と
な
り
ま
し
任
し
昭
和
三
十
二
年
度
事
業
報
告
並
に
体
と
な
り
椎
進
努
力
し
た
結
果
三
十
ご

た
。
顧
り
み
る
に
昭
和
三
十
二
年
度
は
三
十
三
年
度
藁
計
画
及
拡
充
三
ケ
年
　
年
度
は
次
に
示
す
よ
う
な
芋
績
を
牧
め

打
続
く
災
籍
に
よ
る
8
5
家
経
済
力
の
疲
計
画
等
全
舗
案
を
緒
議
、
満
場
一
致
可
l

弊
が
憂
慮
さ
れ
、
農
家
営
農
即
勝
協
経
決
、
三
時
二
十
分
㎝
聖
終
了
し
た
。
　
一

営
の
危
機
に
立
つ
た
解
で
あ
り
ま
す
が
　
　
現
在
ま
で
の
歩
み
　
　
　
　
　
　
一

組
く
n
貝
の
協
同
体
制
は
一
糸
乱
れ
ず
農
当
農
協
は
昭
和
、
一
十
八
行
度
畑
粉
r
場
　

協
運
営
に
結
集
さ
れ
、
前
述
の
如
き
経
建
設
以
来
自
己
資
本
不
足
の
為
経
欝
不

震
墨
牧
め
た
小
藻
く
撃
欝
振
に
陥
り
貯
払
毘
と
苔
止
む
な
エ

　　　　　　　　　　　　　　　　
　
！
：
神
　
：
　
　
農
　
　
協
パ

購
端
撒
難
撫
バ
瓢
購
罐
灘
講
講
〔
難
ピ
講
繊
璽
ぴ
糠
蟻
璽

年
度
に
於

て
一
三
拳
円
・
本
第
二
纂
会
を
開
催
・
先
づ
組
合
長
拶
に
藁
計
画
蓑
剣
に
反
欝
嘘
し
再
建
衰
二
〇
％
亥
竺
九
三
者
莞
二
一
苫
）
貯
蓄
二
〇
〇
肩
の
目
蜷

運
姶
し
δ
三
二
干
円
の
利
益
を
引
警
薦
嚢
記
禽
績
団
笈
へ
の
キ
ザ
シ
を
見
出
し
た
、
其
の
後
再
九
％
肥
科
＝
三
％
、
以
上
の
よ
う
些

　
　
　
　
　
　
十
万
余
円
の
剰
余
合
計
上
が
出
来
再
建

　
　
　
　
　
　
報
欲
結
集
の
も
と
に
雄
々
し
≦
二
十
1
1
1

　
　
　
　
　
　
一
年
度
い
画
を
誓
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
年
度
の
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t

　
　
　
　
　
　
蕗
本
方
針
と
し
て
は
執
行
仏
制
の
強
化

　
　
　
　
　
　
一
特
に
役
職
員
の
資
殿
の
向
＝
に
努
め
組

IL3
、
大
久
保
百
の
協
同
休
隷
差
図
る
・
麓

　
　
　
　
　
一

指
描
体
制
を
強
化
し
牛
活
改
善
の
推
進

　
　
　
　
　
頂
恕
を
強
e
男
懇
の
蔑

　
　
　
　
　
　
を
図
り
農
協
刷
新
拡
充
三
ケ
年
計
画
遂

　
　
　
　
　
　
行
の
完
壁
を
期
す
る
よ
う
役
職
員
一
体

　
　
　
　
　
　
と
な
つ
て
努
力
ず
る
、
各
租
事
業
に
於

　
　
　
　
　
一

て
は
我
が
家
の
経
営
設
計
に
＃
き
組
合

　
　
　
　
　

一
と
組
A
n
は
い
つ
も
ベ
ル
ト
を
か
け
て

　
　
　
　
　
　
の
農
協

＝
元化
に
よ
り
ず
益
を
与
う
べ

商
品
化
形
態
に
進
む
べ
ぐ
ソ
菜
園
芸
畜

産
振
興
に
努
力
す
べ
き
事
等
決
議
し
た

　
　
新
役

員

の

選

出

役
目
改
選
の
結
果
新
役
員
を
左
の
通
り

ぷ、

出
し
た
。

理
事

有
村
正
兵
衛

監
箏

皆岡今増清宮
倉元熊田水園
熊盛与秀行直
口依次助雄夫矢

新
原

鶴
吉

番
園

尚
次

諏
訪
原
森
助

下
玉
利
慶
二

笑
喜

英
蔵

尚
那
阜
会
に
於
C
組
合
長
に
宮
園
直
矢

氏
参
事
に
品
戸
芳
治
氏
を
決
定
し
た
。

「神
川
農
協
再
独
な
る
」
の
莫
込
み

で〒
二
年
度
□
画
に
向
つ
て
ス
タ
ー
一
く
握
し
併
せ
て
正
常
な
る
堅
均
衡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　．
藷
・
す
る
・
総
合
霧
詔
と
し
て
I
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
を
計
り
資
合
の
計
画
的
運
用
バ
よ
る

農
協
溌
足
以
釆
の
最
高
記
録
を
示
し
剰
一
健
今
効
率
化
を
図
る
、
問
定
化
債
権
の

昧距嘉
認
羅
網
蟻
難
綜
籠
鱒
鎚
竃

』交
活
旭
古
手
軌
臥
は
防
げ
る

安
全
運
転

と
右
側
通
行
で

皆
さ

ん
交
通
挙
故
は
、
ひ
と
ご
と
の
一
守
り
、
諾
車
と
の
接
触
を
さ
け
る
こ
と

同
志
可
と
つ
て
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
に
至
り
一
時
は
解
散
の
声
す
わ
出
た
位
よ
う
に
考
え
が
ち
で
す
が
、
実
際
有
自
一
で
す
、
特
に
学
硫
の
交
通
安
全
と
四
月

あ

り
ま
す
。
災
唇
は
今
ヅ
は
来
な
い
と
の
経
営
状
態
で
あ
つ
た
が
一
昨
年
下
半
分
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
で
起
き
て
い
る
　
入
学
し
た
一
年
生
、
新
入
隅
児
の
侭
滋

図
　
で

み
　
る

農
　
業

活するには何反あればよいかL農Wi［1で牛

ニ
ニ　

コ
ニ
コ
ニ　

ニ　

　
　
　
［

非
－
ー

tllH
l
l
l
l
l
l
l
＝
≡
＝
i
l
l
i
l
l
l
＝
＝
l
l
l
＝
ニ
l
l
l
一
≡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

＝
l
l
＝
一
一
一
一
H
I
M
＝
I
I
I
I
M
T
I
i
＝
＝
一

　
　
　
　

i
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≡
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I
l
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l
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T
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＝
l
i
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解
説
昭昭
和和

一九
年年

≡ll［

　　　　 　　　　　　　　

5反未満5反

40
　
　
3
0
　
　
2
0
　
　
1
0
　
1
。
力
円

　
　
　
　
三
ケ
年
平
均

1
、
こ
れ
は
廊
児
島
統
計

調
脊
事

務
所
の
胆
家
経

済
調
査
の
結
果
か
ら
と

　
つ
た
も
の
で
す
。

2
、
原
の
鰻
※
一
戸
当
の

　
経
冨
耕
地
面
積
は
五
反

　
一
　
n
X
し
か
な
い
が
こ
の

　
調
査
膨
家
の
平
均
而
積

　
は
、
反
四
畝
G
す
。

3
、
ぽ
諜
だ
け
の
牧
入
で

　
生
活
す
れ
ぱ
上
の
左
の

　
よ
う
に
一
戸
当
一
町
五

　
反
以
上
は
な
け
g
ば
や

　
つ
て
行
け
な
い
の
で
兼

　
業
や
労
賃
給
料
の
牧
入

　
を
必
要
と
し
ま
ザ
。

4
’
1
戸
当
家
族
人
員
は

　
四
、
五
人
で
月
別
の
生

　
活
費
は
現
俗
だ
け
で
な

　
ぐ
自
家
牛
咋
物
を
使
つ

　
た
も
の
も
含
め
て
あ
り

　
よ
」

几例

　1

聴家
莱
所計

得費

≡li

i
！

頂
穣
に
於
て
集
霞
初
め
て
の

一試
み
と
し
て
抽
せ
ん
券
付
神
川
脱
協
再

一

建
足
期
貯
命
の
吸
収
に
総
動
員
体
制
に

て
推
江
し
三
ケ
年
計
画
r
て
完
全
赤
字

解
消
を
な
す
、
尚
今
後
の
農
業
経
営
を

表

彰

者

こ
と

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
．
昭
和
は
1
1
ツ
子
の
部
百
ま
で
と
い
わ
れ
る
と

三
十
二
年
中
全
国
の
交
通
唱
故
で
死
名
お
り
、
幼
い
頃
の
良
習
慣
は
そ
の
人
の

ピ
五
七
天
、
傷
者
三
四
五
三
・
⊥
覧
通
・
て
生
か
・
れ
・
桃
め
て
大

、

優
精
部
落
表
彰

　
城
小
組
合

牧
鳳

（
宿
利
原
）
小
組

　
合

大
尾
小
組
合
オ
原
小
組
合

二
、
共
同
販
売
購
買
優
績
表
彰

中
原
小
組
合

三
、
優
績
小
組
合
長
人
彰

　
大
屑
小
組
合
　
申
馬
一
次

四
、
優
糟
個
人
衣
彰

イ
、
綜
合
番
園
み
つ
　
上
鶴
初
熊

　
　
　
　

湯
之
口
貞
雄
　
諏
訪
原
伊

　
　
　
　

右
衛
門

ロ
、
出
資
増
強
　
　
今
熊
与
助

ハ
、

仁
用
牢
誌

　
　
　
　

小
園
ゆ
き
　
家
永
善
次

二
、

生
甘
鮪

小
川
遮

組
合

長
に
落
司
吉
彦
氏

　
　
　
　
　
　
た

ば

こ
耕
作
組
合
の
総
代
会

煙
草
耕
作
組
合
で
は
、
四
月
十
H
総
　
な
お
当
日
は
役
員
の
改
選
も
行
わ
れ

物
的
損
官
二
十
九
億
余
力
／
で
す
。
死
き
な
音
義
が
あ
る
の
で
挙
つ
て
指
導
訓
樫
は
、
耕
作
者
四
七
〇
名
で
反
別
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

者
は
田
代
村
人
口
と
同
じ
位
い
、
傷
者
紳
W
護
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
、
皆
さ

は
大
根
占
町
人
口
の
約
八
倍
強
に
な
り
1
ん
焚
通
安
全
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ま
す
、
反
通
申
故
の
お
も
な
原
因
は
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

励
中

の
大
型
化
、
ス
ピ
ー
ト
化
と
中
輌

の
抽
え
た
川
と
直
接
間
接
に
は
目
動
車

運
転
者
が
安
全
運
転
を
怠
り
、
ま
た
I
i

股
歩
行
者
が
右
側
通
行
を
守
ら
な
い
で
　

　
　
　
　
大

根
占

警
察

署

　
．
？
■
・
　
・
～
　
■
・
令
く
’
　
－
’
～
．
◆
．
・
、

町
婦
人
大
会

　
　
　
ひ
　
ら
　
く

川
ー
一
九
日
午
前
十
時
か
ら
大
根
占

代
会
を
開
き
’
本
年
度
の
予
算
事
業
計

画
な
ど

を
決
め
た
。
今
年
度
の
年
凶
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　

一

田
町
歩
、
昂
目
一
＝
八
、
五
〇
〇
キ
ロ

代
合
七
八
六
六
わ
円
と
な
つ
こ
お
り
’

反
当
一
九
〇
キ
ロ
六
八
四
〇
〇
円
を
目

標
に
努
力
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
作
業

計
画
と

し
て
は
大
体
昨
年
と
大

差
は
な
い
が
，
本
年
度
二
、
○
坪
の
事
務

所
を
建
築
す
る
こ
と
＼
な
つ
て
い
る
。

次
の
と

お
り
胤
出
さ
れ
た
。

　　　　監　　　　F巨冨IJ瀞ユ

〃〃　〃〃　〃合
　　　　蛾　　　串　　長

落
「
司
　
吉
彦
（
常
勤
）

福
岡

国
男

岡
元

盛
二

岩
崎

再
蔵

押
領
司
オ
蔵

福
泊

平
吉

壱
陥
実
志

未

定

全・
気
竃
行
動
を
・
た
た
め
に
ユ
幽
魁
で
開
か
れ
た
・

あ
つ
と
一
い
う
間
に
交
通
禍
の
犠
牲
に
　
新
役
員
部
出
、

な

つ

匡
菖
2
互
巨
墨
覆
納
鍵
鰹
纏

を
悲
惨
な
董
故
か
b
守
・
た
め
に
冨
を
行
つ
た
．
討
竃
町
長
、
議

紅
茶
二
町
六
反
を
新
植

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
塩
　
屋
、
鳥
　
浜
　
地
　
区
1
1

　階
代
の
脚
光
を
浴
び
て
県
下
の
紅
茶
「
が
本
町
で
は
数
年
前
か
ら
集
団
栽
培

栽
屑
熱
は
次
第
に
高
ま
つ
て
い
ま
す
一
地
の
脅
成
に
力
を
在
ぎ
、
本
年
も
塩

※
早
期
水
稻

　
四
月
下
旬
で
田
植
も
完
了
致
し
※
す

が
田
植
後
は
な
る
べ
き
浅
水
と
し
て

水
温
を
上
昇
0
1
る
よ
う
に
す
る
。

　
田
植
後
十
日
～
十
四
日
目
頃
に
第
一

回
の
除
草
を
行
い
そ
の
後
十
日
目
頃

第
二
回
の
除
草
を
行
う
。

　
な
お
、
二
三
化
メ
イ
虫
の
早
期
発
見

　
に
つ
と
め
る
発
蛾
初
期
五
月
上
旬
発

5月の農作業
　・・腰業技術員連絡協議会

蛾
最
盛
期
五
月
中
下

旬
頃
※
早
期
陸
稻

1
、
間
引
及
び
補
植

第
一
回
追
肥
の
際

　
1
1
1
0
セ
ン
チ
に
l
l

　0
－
二
五
本
程
度

場
合
は
観
天
雨
天

に
補
植
を
行
う
。

2
’
中
耕

ナ
壌
の
低
温
多
湿

3
、
追
肥
　
　
　
　
　
　
一

　
硫
安
の
迫
肥
は
三
回
に
分
施
す
る
一

　
第
一
回
は
五
月
上
旬
（
本
葉
二
。
填

期
）
第
二
回
は
κ
月
中
ド
旬
（
本

　
葉
五
翠
期
）
第
．
二
圓
は
六
月
上
旬

　
（本
葉
七
菓
期
）
に
施
し
一
回
の
一

　
施
肥
昆
は
五
－
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
と

　
し
て
初
期
重
点
的
に
施
用
す
る
が
一

　
第
一
回
の
追
肥
は
特
に
お
く
れ
な

　
い
よ
う
在
意
す
る
。

　
施
肥
の
際
は
乾
燥
期
を
さ
け
乾
い

　
NW
白
砂
又
は
畑
土
と
よ
く
混
合
し

　
て
均
一
に
施
用
す
る
。
　
　
　
　
一

4
、
病
虫
口
の
発
4
に
よ
く
在
、
3
上

て
防
除
に
努
め
て
ト
さ
い
e
　
　
i

　イ
モ
チ
病
う
ん
か
数
（
セ
ジ
ロ
、
一

　
ト
ピ
イ
ロ
の
成
虫
出
堀
）
メ
イ
虫

編
引
し
欠
株
の
※
普
通
水
稻

は
黄
化
現
象
の
一
っ
の
原
囚
に
な

る

の
で
中
耕
は
晴
天
の
日
を
選
ん

で
土
壌
の
乾
燥
を
計
る
よ

う
努
め

る
。麦
間
作
の
場
合
刈
取
後
直
ち
に
刈

株
を
反
娠
中
耕
し
そ
の
後
二
週
間

櫛
更
に
中
耕
を
行
う
間
作
し
な
い

揚
合
は
鞘
芽
後
三
週
閲
目
に
カ
ル

チ
？
〈
は
鍬
で
中
耕
し
そ
の
後
二
週

間
目
に
第
二
回
の
申
耕
を
行
う
，

雨
天
続
き
で
土
壌
が
固
結
し
た
場

合
は
適
宜
中
耕
を
行
う
。

r
　
1
．
　
r
　
L
　
A
　
．
t
l
輌
　
亀
　
－
●
－
r

家
畜
共
済
制
度
と
は

　
私
た
ち
が
農
業
を
営
む
た
め
に
飼
つ

て
い
る
牛
や
馬
に
は
、
生
き
物
で
あ
る

セ
め
病
気
と

か
、
け
が
，
死
亡
、
廃
疾

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
事
故
が
起
こ
り
ま
す

　
先
づ
H
動
車
を
運
転
す
る

者
は
資
格

長
、
靴
育
長
、
育
年
団
長
、
婦
人
会
役

者
で

安
全
な

凍
度
と

方
法
で
左
側
を

違

員
が
参
加
、
結
論
ど
し
て
は
、
台
所
を

行
し
、
市
街
地
、
曲
角
、
交
さ
点
ま
た
一
あ
ず
か
る
可
婦
が
中
心
と
な
り
納
税
の

は
他
の
項
や
歩
行
者
と
行
き
過
う
と
き
認
識
を
深
め
、
納
税
完
逐
へ
努
力
す
る

欝
笛
を

鳴
ら
し
て
徐
行
し
自
眠
巾
案
り
こ
と
を
申
合
せ
た
。

は
左
側
　
列
進
行
を
守
り
、
E
牛
叩
は
　
i
－
出
さ
れ
た
本
年
良
の
役
員
は
次
の

案
中

操
従
を
や
め
て
、
た
ず
κ
を
短
か
一
と
お
り

く
と
っ
て
左
側
を
進
行
す
る
こ
と
が
域
会
長
川
元
ひ
で
　
副
会
長
僻
原
み

も
安
令
な
操
従
で
す
。
　
　
　
　
　
　
「
つ
る
　
　
会
長
　
大
戸
u
子

　
つ
ぎ
に
歩
行
者
は
右
側
通
行
を
よ
く
［
轡
己
　
岩
元
そ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

匿
、
鳥
浜
に
、
二
町
六

反
歩
を
新
植
し
ま
し
た

な
お
朋
年
度
以
降
も
、

城
元
か
ら
皆
鶯
に
至
る

地
帯
に
新
栢
を
す
A
め

る

力
剖
で
、
三
六
年
度

ま
で
継
続
す
る
計
画
で

づ
。
写
其
は
ナ
ワ
を
張

つ
て
雅
然
と
植
付
作
業

　
　
増
収
を
図
る
に
は
ま
ず
良
い
品
種
を

　
　
地
域
に
応
じ
て
撰
び
ま
し
よ
う
。

　
　
1
、
品
種
の
選
び
方

　
　
　
大
根
占
校
区
祁
川
校
区
平
担
地
で

　
　
　
は
中
晩
生
の
多
収
型
の
も
の
を
主

罐
て
こ
E
；
に
早
牛
を
織
り
w

　
　
　
早
生
距
児
島
旭
．
］
o
％
申
牛
農
林

　
　
　
十
八
号
四
〇
％
晩
聖
瑞
豊
脱
豊
四

　
　
　o
％
山
間
地
の
冷
水
掛
田
池
出
宿
一

　
　
　
利
原
地
で
は
早
生
を
主
体
と
し
て
］

　
　
　
之
に
申
生
を
繊
り
込
む
イ
モ
チ
柄
l

　
　
　に
沢
轟
蓮
ぶ
・
　
　

　
　
　
例
え
ぱ

N
J
±
　
－
U
　
N
t
　
T
l
h
　
A
“
　
．
r
－
－
t
i
．
t
l
r
N
．
t
P

　
　
こ
れ
が
家
畜
共
済
制
度
の
生
い
た
ち
一

　
　
　
　
　
い
か
に
共
済
制
度
が
農
村
の

で
す
が
、

牛
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

あ
つ
た
か
を
物
語
つ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
共
済
は
極
め
て

　
早
年
農
林
十
二
号
四
〇
％
中
生
農

　
林
十
八
号
四
〇
％
そ
の
他
瑞
豊
二

　o
％
煙
草
や
そ
菜
の
跡
地
て
は
い

　
も
ち
病
一
い
強
、
妃
沃
向
の
晶
鮒
。

as
　
’
〈
は

　
農
林
十
八
号
瑞
豊
ぬ
豊

　
風
当
り
の
強
、
、
や
海
岸
地
て
は

　
稗
の
強
い
倒
れ
に
く
い
も
の
憶
粒

　
し
に
く
い
も
の
白
皐
枯
病
F
強
い

　
も
の
例
元
ぱ

錦
江
旭
瑞
豊
馳
豊

秋
洛
地
で
は

　
穂
重
型
の
中
生
乃
全
中
晩
稲
を
主

体
と
す
る

例
え
ば

韓
＋
八
号
瑞
豊

2
、
丈
去
な
苗
を
作
る
に
は

（イ
）
塩
水
叶
　
宿
毒
ウ
ス
プ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
ン
水
二
〇
リ
ツ
ト
ル
に
二
〇
グ
ラ

　
ム
と
し
六
時
間
－
一
〇
時
間
つ
け

　
る
）
～
浸
租
を
必
ず
励
行
し
ま
し

　
よ

う
病
源
を
も
つ
た
翻
類
か
ら
良
i

苗
け
牛
れ
な
い
o

（
ロ
）
河
播
バ
し
ま
し
よ
う
余
り
厚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
播
が
多
渦
ぎ
ま
す
精
バ
さ
れ
た
樋

　
籾
な
ら
○
、
四
リ
ッ
ト
ル
で
充
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

三
月

下
旬
四
月
上
旬
の
冷
害
を
受
け

て
居
る
麦
も
相
当
あ
り
ま
す
が
鹿
児

島
裸
は
急
い
で
牧
穫
し
鎌
折
や
小
麦

は
排
水
に
充
分
苗
意
し
て
下
さ
い
。

※
甘
藷

甘
詰
の
倍
鼠
培
此
は
極
め
て
容
易
で

あ
る
。

　
1
、
必
ず
増
収
ず
る
　
健
苗
育
成
で

的
期
に
描
苗
す
る
農
家
は
健
苗
台
成

　
に
は
潅
ふ
　
士
入
…
迫
肥
で
苗
を
伸

ま
」
こ
と
。

植
付
騎
期
の
引
上
げ
で
一
割
二
割
の

増
収
は
簡
単
で
す
植
付
は
五
月
一
杯

に
お
そ
く
と
も
六
月
十
日
ま
で
に
は

終
る
よ
う
に
致
し
ま
し
よ
う
。

植
付
は
丁
寧
に
活
禰
が
第
一
で
す
、

親
葉
が
枯
れ
た
ら
根
も
よ
わ
い
磁
え

方
は
水
平
植
湿
気
が
不
足
し
た
畑
で

は
斜
さ
し
哨
幅
二
尺
田
寸
以
ヨ
株
閻

は
植
付
本
故
に
よ
つ
て
き
ま
る
。

◎
乾
く
畑
・
・
や
せ
た
畑
・
小
さ
い
苗

は
密
植

◎
湿
気
の
多
い
e
q
　
－
’
肥
え
た
畑
　
太

g
苗
は
粗
植

反
当
四
〇
〇
〇
キ
ロ
の
収
穫
を
あ
げ

る
に
は
W
s
i
1
1
’
　
O
O
O
キ
ロ
以
⊥

草
木
灰
二
〇
〇
キ
ロ
以
上
施
す
こ
と

を
条
件
と
致
し
ま
し
よ
う
e

　
　
　
そ

し
て
反
当
坪
数
は
＋
三
坪
以
上
※
茶
園
の
管
理

　
　
（
ハ
）
本
葉
と
冠
根
を
早
v
出
さ
せ
一
　
一
万
茶
を
つ
ん
だ
後
、
芽
の
出
の
悪

　
　
　
る
こ
と

が
必
収
そ
の
た
め
に
は
水
一
い
の
は
害
虫
の
た
め
で
す
か
あ
薬
剤
撒

　
　
　
を
浅
く
す
る
こ
と
そ
の
た
め
に
は
布
を
行
う
こ
と
（
茶
つ
み
前
二
十
日
ご

　　　必藻
苗
代
ゼ
致
し
ま
し
ょ
う
一
一
舗
認
翼
纏
曇
間

←
※
麦
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一
以
内
に
追
肥
を
や
っ
て
下
さ
い
。
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“
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と

が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
の
限
度
ま
で
（
こ
の
限
度
は
共
済
帝
額

　
死
廃
病
傷
共
済
と
は
　
　
　
　
　
　
　
の
高
に
応
じ
て
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
つ
た
事
故
は
、
い
v
ら
気
を
つ
一
り
の
人
や
、
近
隣
知
己
の
間
で
構
成
さ

一け
て
い
て
も
、
あ
る
肝
腿
避
け
る
こ
と
　
れ
て
い
た
た
め
規
模
が
小
さ
く
、
M

は
出
来
ま
せ
ん
し
、
そ
の
上
こ
Q
ら
は
故
が
多
く
出
た
よ
う
な
場
合
に
は
充
分

烈
酬
顯
パ
贈
灘
が
」
纏
騨
鯖
鷺
副
書
賑
饗

死
ん
ヂ
り
、
使
え
な
く
な
っ
た
り
或
い

は
病
気
や
け
が
を
す
る
か
わ
か
ら
な
い

と
い
う
不
安
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。

　
そ
こ

で
，
こ
れ
ら
の
不
安
を
な
v
す

る
た
め
に
、
農
村
に
は
古
く
か
ら
牛
馬

講
、
牛
皿
尽
な
ど
の
相
互
救
㎡
鵠
な
慣

行
が
あ
つ
た
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
家
畜

を
飼
つ
て
い
る
人
”
が
集
添
つ
て
、
お

互
に
金
を
出
し
合
つ
て
秋
立
て
て
お
き

若
し
家
畜
が
死
亡
し
た
と
き
に
は
、
そ

の
中
か
ら

ま
と

ま

つ
た
金．

を
出
し
て
救

済
す
る
と
い
う
方
法
で
す
。

　
死
廃
病
傷
北
ハ
済
ば
人
の
生
命
保
険
と

健
康
保
険
を
一
し
よ
に
し
た
よ
う
な
も

の
で
、
外
国
に
も
例
を
見
な
い
優
れ
た

堰
的
な
も
の
で
、
い
す
れ
。
顔
見
知
製
だ
・
い
4
す
．

　
家
畜
が
死
亡
し
た
り
、
使
え
な
く
な

る
注
で
に
は
必
ら

ず
桐
気
と
か
、
け
が

が
伴
う
も
の
で
す
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
を

Iし
よ
ピ
し
た
共
悟
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
家
畜
を
飼
う
に
当
つ
て
の
不
安

家
畜
共
済
の
話

う
に
、
［
本
全
国
の
鰻
家
が
力
を
合
は
を
全
く
解
池
で
き
る
と
と
も
に
、
病
気

せ
・
各
自
が
合
理
的
な
計
算
二
基
い
て
や
け
が
に
対
し
、
徹
底
し
た
治
療
か
行
一
て
い
る
牛
馬
の
死
廃
病
傷
共
済
は
、
農

〈e
を
川
し
合
い
、
そ
の
ー
に
国
が
掛
金

の
］
部
を
負
担
し
て
農
家
と
国
と
が
一

仏
と
な
つ
て
災
出
に
よ

つ
て

う
D
る
損

失
を
湘
お
う
と
い
う
非
常
に
鵡
ん
だ
制

度
に
な
つ
た
の
で
す
。

　
家
畜
共
済
ピ
は
家
畜
が
死
亡
し
た
り

使
君
な
く
な
つ
た
と
き
と
、
病
気
や
け

が
を
し
た
と
き
に
共
済
会
の
支
払
を
う

け
ら

れ
る
死
廃
肩
傷
共
済
と
、
家
畜
の

赤
ん
坊
保
険
と
も
い
う
べ
き
牛
π
共
済

え
る
の
で
、
大
切
な
家
畜
が
死
ん
だ
り

使
い
も
の
に
な
ら
な
く
な
つ
た
り
す
る

こ
と
を
少
く
す
る
こ
と
が
出
来
、
従
つ

て
私
た
ち
の
掛
金
負
担
を
軽
滅
す
る
こ

と
が
出
来
る
わ
け
て
：
e
．
。

　
こ
の
共
済
に
加
入
し
て
、
年
に
一
回

掛
合
を
払
込
ん
で
お
く
と
、
そ
れ
か
ら

一
年
間
は
、
そ
の
家
畜
が
何
回
病
気
や

け
が
で

獣
医
師
の
診
療
を
受
け
て
も
、

一
つ
の
病
気
叉
は
D
が
に
つ
い
て
一
定

例
ス
ば
牛
で
は
、
共
済
金
額
二
万
円
な

ら

掛
金
八
五
〇
円
で
1
回
t
療
1
O
O

o
円
と
い
う
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る

）
は
た
だ
で
診
て
も
ら
え
る
か
、
叉
は

こ

れ
に
代
る

金
が
共
済
金
と
し
て
支
払

わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
家
畜
が
治
療
の
効
も
な

v
不
幸
に
し
て
死
亡
し
た
り
使
え
な
く

な
つ
た
り
し
た
と
き
に
も
共
済
金
の
交

払
を
う
け
ら
れ
ま
す
。

　
死
廃
病
傷
共
済
に
加
人
す
れ
ぱ
、
全

く
安
心
し
て
家
畜
を
飼
う
こ
と
が
で
き

る

わ
け
で
す
o
と
こ
ろ
で
農
家
の
飼
つ

b

非
災
害
補
償
法
に
よ
つ
て
覇
務
加
入
制

に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
汗
憩
　
死
廃
病
傷
共
所
に
加
入
す
る

と
農
業
共
済
組
合
か
ら
「
受
診
症
」
が

交
付
さ

れ
ま
す
。
「
受
診
症
」
は
診
療

を
受
の
た
り
、
北
藷
金
の
文
払
を
う
け

る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
か
ら
な
v

し
な
い
よ
う
に
大
切
に
し
ま
っ
て
お
い

て
下
さ
い
。
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